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第 49 次南極地域観測隊夏期行動報告 2007-2008
伊村　智1, 2*
Activities of the summer season of the 49th Japanese Antarctic Research 
 Expedition in 2007-2008
Satoshi Imura1, 2*
（2009 年 1 月 13 日受付 ; 2009 年 2 月 2 日受理）
  Abstract:  The activities in the 2007-2008 austral summer of the 49th Japanese Antarctic 
Research Expedition (JARE-49) are reported. JARE-49 consisted of 59 personnel including 
30 summer and 29 wintering personnel. In addition, eight observers joined the voyage of 
R/V Shirase (4 Japanese and one Australian), the operation in the Sør Rondane Mountains 
(one Japanese), and the inland traverse operation (2 Swedish).  R/V Shirase arrived at the 
ice edge on 14 December 2007. She anchored at Syowa Station on 26 December and 
unloaded ca. 870 t of cargo and fuel by mid-January 2008. A small balloon-borne 
cryogenic sampler experiment, the unmanned magnetometer network observation, and 
ecological research on Antarctic lakes were the major scientiﬁc programs of JARE-49 in 
the Syowa Station area. Because the weather condition in this season was extremely bad, 
some parts of scientiﬁc programs, transportation and construction work were delayed.
 Two special teams tried to access Antarctica directly from Japan on airplanes by using 
the DROMLAN system. The Japanese-Swedish Traverse Expedition (JASE) was a 
glaciological program with a long range inland traverse trip.  Four JARE-49 members and 
4 JARE-48 wintering members started to the meeting point with the Swedish traverse team 
on 14 November 2007, and returned on 26 January 2008. A 7-person special team for the 
geological ﬁeld work in the Sør Rondane Mountains carried out a ﬁeld survey for 75 days 
from 23 November 2007 to 5 February 2008 with skidoo, camping on ice.  These two 
teams left Japan by air before the main team, and also returned to Japan by air before the 
main team.
　要旨： 第 49 次南極地域観測隊夏期行動の概要を報告する．第 49 次隊は総勢 59
名で構成され，このうち越冬隊は 29 名，夏隊は 30 名であった．他に，夏隊に同
行者として 8 名が参加した．観測船「しらせ」は 2007 年 11 月 14 日に晴海を出港
し，また観測隊本隊は 11 月 28 日に航空機で出発して，西オーストラリアのフリー
マントルで「しらせ」に乗船した．「しらせ」は 12 月 3 日に同地を出港し，海洋
観測を実施しつつ 12 月 14 日に氷縁に到着した．12 月 17 日に昭和基地第 1 便が飛
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　第 49 次隊では，「しらせ」で昭和基地に向かった本隊の他に，DROMLAN フラ
イトによって直接南極のフィールドにアプローチする 2 つの別動隊が構成された．
日本スウェーデン共同トラバース隊 4 名は本隊に先立って 2007 年 10 月 30 日に成
田空港を空路出発し，ケープタウン，ノボラザレフスカヤ基地を経由して 11 月 8
日に S17 航空拠点に到着した．ここで第 48 次越冬隊からの 4 名と合流し，11 月
14 日に S16 を出発した．氷床観測を実施しつつトラバースを続け，12 月 27 日に
はワサ基地から走行してきたスウェーデン隊との会合を果たした．相互の隊員 2
名，観測機器の一部を交換して帰路につき，2008 年 1 月 26 日に約 2800 km の旅行
を終えて S16 への帰還を果たした．2 月 5 日に航空機により S17 を発ち，スウェー
デン隊に同行した 2 名の隊員と合流して，2 月 9 日に空路帰国した．一方，6 名の
隊員と 1 名の同行者からなるセール・ロンダーネ山地地学調査隊は，同じく本隊
に先立って 2007 年 11 月 18 日に成田空港を空路出発し，ケープタウン，ノボラザ
レフスカヤ基地を経由して，11 月 23 日に調査地に到着した．以後 75 日間に渡り，
キャンプ生活をおくりながら地学調査を実施した．2008 年 2 月 5 日に空路南極を
離れ，2 月 9 日に成田に帰国した．
1．は じ め に
第 49 次日本南極地域観測隊（以下，第 49 次隊と記す）は，南極地域観測第Ⅶ期計画の 2
年次を担う隊として位置付けられる．同時に国際的な極域の科学計画である「国際極年




隊 29 名，夏隊 30 名，同行者 8 名（交換科学者として，オーストラリアからの 1 名，スウェー
デンからの 2 名を含む）から構成され，この他に外国共同観測としてシグニー島の英国基地
に 2 名が，交換科学者として英国のロゼラ基地に 1 名が派遣された（表 1）．
夏期行動期間中の観測では，重点プロジェクト研究観測「極域における宙空―大気―海洋
の相互作用からとらえる地球環境システムの研究」の下で実施される 2 課題，一般プロジェ
クト研究観測 3 課題，萌芽研究観測 2 課題，モニタリング研究観測 4 課題，定常観測 3 課題
が実施された．第 VII 期計画以外の観測として，同行者課題 4 課題，委託課題 2 課題も実施
された．一方設営計画では，第 VII 期計画に記載された重点項目のうち，第 51 次隊から導
入される予定のコンテナシステムに対応するための準備作業を中心に実施された．また，同
行者 1 名による報道活動が行われた．
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第 49 次隊の実施計画と隊員構成は，2007 年 6 月 20 日開催の第 130 回南極地域観測統合推
進本部総会（以下，本部総会と記す）において審議され，最終的には 2007 年 11 月 13 日開
伊村　智60
表  2　第 49 次隊夏期オペレーション主要項目
Table 2.  The JARE-49 summer programs.
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催の第 131 回本部総会で決定された．第 49 次隊の観測計画は，2005 年 11 月 11 日の第 127
回本部総会で決定された第Ⅶ期計画に沿って策定された．観測及び設営計画は，2007 年 6 月
下旬の夏期総合訓練で全隊員により実施計画に練り上げる作業を行い，その後五者連絡会や
各分科会での検討を経て，表 2 に示すような夏期オペレーションを実施することとなった．
第 49 次隊においても，設営系 11 名の隊員枠に対してインターネット等による公募を実施
した．隊員の出発時の平均年齢は，越冬隊 35.5 歳，夏隊 40.0 歳で，全体では 37.8 歳である．
3．夏期行動概要
第 49 次隊の夏期行動の経過概要を表 3 に，隊の行動経路を図 1 に示した．
3.1.　南極観測船「しらせ」により昭和基地へ向かった隊
3.1.1.　往路の行動と船上観測
観測船「しらせ」は例年通り 11 月 14 日に東京港を出港し，退役前の最後の航海に向かっ




「しらせ」は，12 月 3 日にフリーマントル港を出航した後，海上重力・地磁気，大気微量
成分，海洋物理・化学，海洋生物等の船上観測を実施しつつ，8 日には南緯 55 度を通過した．




た．12 月 14 日には流氷縁に到達し，氷海海洋観測，氷厚観測，鯨類目視観測，海底圧力計
設置等の観測を行いつつ，16 日には定着氷に進入した．
12 月 17 日に，昭和基地まで約 45 マイルの位置から第 1 便が飛び，同日 1030 LT，昭和基
地へ着陸した．第 2 便と合わせ，宅送品等の物資を昭和基地に送り込んだ．18 日には先遣隊
と委託食糧が，19 日にはほとんどの隊員が昭和基地入りし，緊急物資が輸送された．その後，
「しらせ」はチャージングを続けながら進み，12 月 26 日に昭和基地沖に接岸した．
3.1.2.　昭和基地接岸中
夏期間の天候は，前半がきわめて不安定で強風や降雪も多く，各種観測や基地作業，ヘリ
コプターの運航に大きな影響を及ぼした．1 月中旬から 2 月にかけては，うってかわって安
定した天候が続いた．
表  3　第 49 次夏期行動経過概要
Table 3.  Summary of summer operations of JARE-49.
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（1）　観測計画
重点プロジェクト研究観測のサブテーマ「極域の宙空圏―大気圏結合研究」では，無人磁









次隊によってルンドボークスヘッタ及び S16 に設置された地震計観測点の保守，S16 の氷床




















のパイプラインは 800 m であった．また，大型物資の氷上輸送は夜間に行った．1 月 4 日に，
第 48 次隊の持帰り物資も含めたすべての氷上輸送を終えた．1 月 6 日から航空機による輸送
を開始し，1 月 12 日の最後のドラム輸送をもって総計 871 t の燃料・物資の昭和基地への輸
送を終えた．1 月 16 日以降，第 48 次観測隊の持ち帰り物資の空輸を行った．また，1 月 25
日には，日本・スウェーデン共同トラバース隊（以下，トラバース隊という）により持帰ら








「しらせ」は 2 月 15 日に昭和基地に残留していた第 48 次越冬隊員及び第 49 次夏隊員と同
行者を収容し，同日のうちに昭和基地沖を離れて復路行動を開始した．なお，オーストラリ
アからの交換科学者 1 名は，2 月 5 日に航空機により S17 を離れ，帰途についた．
2 月 18 日のリュツォ・ホルム湾氷海離脱後，プリンス・オラフ海岸及びアムンゼン湾にお
ける露岩調査のほか，停船観測，海底圧力計揚収，海底重力観測，大気微量成分等の観測，
漂流ブイ・フロートの放流などを行いつつ東航し，3 月 12 日に東経 150 度線に沿って北上を
開始した．3 月 15 日には南緯 55 度を通過し，3 月 20 日にシドニー港へ入港した．第 48 次
越冬隊 35 名，第 49 次夏隊 20 名及び同行者 4 名は 3 月 27 日にシドニーから空路帰国した．
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3.2.　航空機によりS17 に至り氷床トラバースを実施した隊
トラバース隊 4 名は，2007 年 10 月 30 日に成田空港を出発し，南アフリカのケープタウン
に入った．11 月 2 日にはケープタウンを出発し，南極大陸上のノボラザレフスカヤ基地に到
着した．悪天候のためフライトは順延となったが，11 月 7 日にはノボラザレフスカヤ基地を
離れ，8 日に昭和基地近くの S17 航空拠点に到着した．S16 にて第 48 次越冬隊からのトラ




を実施した．12 月 27 日にはスウェーデン隊との会合を果たし，隊員 2 名の交換，観測機器
の交換を行った．以降，復路は日本人 6 名，スウェーデン人 2 名の混成チームとなって行動
した．
1 月 24 日，トラバース隊は無事に S30 に到着，雪氷試料の輸送準備を行った．翌 25 日に
は，S30 より「しらせ」のヘリコプターを用いて，雪氷試料を「しらせ」へ輸送した．1 月
26 日に S16 に到着し，観測機材・廃棄物等の昭和基地への輸送を実施し，車両整備を開始
した．1 月 29 日には S16 を撤収し，スウェーデン人科学者 2 名を含め全員が昭和基地へ移
動した．2 月 5 日，第 49 次夏隊員 2 名及びスウェーデン人交換科学者 2 名は，航空機により
S17 を発ち，ノボラザレフスカヤ基地を経由して帰途についた．スウェーデン隊に参加した
2 名もノボラザレフスカヤ基地で合流し，第 49 次隊員 4 名は 2 月 9 日に空路帰国した．トラ
バースに参加した第 48 次越冬隊員 4 名は「しらせ」に戻り，本隊と行動を共にした．
3.3.　航空機によりセール・ロンダーネ山地に至り地学調査を実施した隊
セール・ロンダーネ山地地学調査隊 6 名と同行者 1 名は，2007 年 11 月 18 日に成田空港を
出発し，南アフリカのケープタウンに入った．23 日にはケープタウンを出発し，南極大陸上
のノボラザレフスカヤ基地で航空機を乗り継ぎ，セール・ロンダーネ山地に到着した．24 日
から 12 月 1 日は，ベースキャンプの設営とあすか基地における燃料補給を行った．野外地
質調査は 12 月 2 日から 2008 年 1 月 27 日の期間とし，東西 80 km，南北 60 km の範囲を，
スノーモービルと徒歩のみを移動手段として調査を実施した．
2008 年 1 月 31 日に，セール・ロンダーネ山地西部，ウトスタイネンに建設中のベル
ギー・プリンセスエリザベス基地に移動した．2 月 3 日には，先発隊 5 名がノボラザレフス
カヤ基地に移動し，シルマッハヒルズの地質調査にあたった．残る 2 名は，2 月 5 日にプリ
ンセスエリザベス基地を岩石試料・廃棄物とともに航空機で発ち，S17 航空拠点で試料と廃
棄物を降ろし，ノボラザレフスカヤ基地に移動して先発隊と合流した．そのままノボラザレ
フスカヤ基地を航空機で離れ，ケープタウンを経由して 2 月 9 日に空路帰国した．
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3.4.　英国シグニー島基地へ派遣された研究者
南極半島先端部に近いシグニー島の英国基地に派遣された研究者 2 名は，2007 年 12 月 1
日に成田空港を出発した．英国南極調査所での打合せの後，フォークランド経由で 8 日に空
路ロゼラ基地に入り，観測船によって 16 日にシグニー島基地に到着した．シグニー島に繁
殖する 3 種のペンギンと 1 種のウを対象とし，行動記録計による詳細な生態調査を実施し
た．2008 年 3 月 12 日にシグニー島基地を発ち，チリのプンタアレナスを経由して 22 日に英
国に到着，24 日には成田に帰国した．
3.5.　英国ロゼラ基地へ派遣された研究者
南極半島の英国ロゼラ基地へ派遣された研究者 1 名は，2007 年 11 月 18 日に大阪・関西空
港を出発した．21 日には英国経由でチリ国プンタアレナスに到着，天候待機の後，23 日に
ロゼラ基地に到着した．以降，基地とその周辺の島々で植物寄生性菌類の同定調査を実施し
た．2008 年 1 月 10 日にロゼラ基地を発ち，チリのプンタアレナスを経由して 12 日に英国に




リーンアップ 4 か年計画」が開始され，第 49 次隊は最終年度の 4 年目にあたる．夏期作業
の合間に 2 回，昭和基地周辺の一斉清掃を「しらせ」乗員の協力を得て実施した．












は，同行した報道の鹿糠記者（岩手日報社）に依頼した．2007 年 11 月 29 日から 2008 年 3
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月 26 日まで，日本新聞協会代表としての記事・写真が加盟各社に配信された．本隊出発後，
シドニー入港までの総出稿記事件数は 97 件で，全国配信記事件数 64 件，岩手日報限定 26
件，北東北向け 1 件，掲載・配信見送り 6 件であった．全国配信は共同通信，時事通信がほ
とんどの記事を配信した．
2008 年 1 月 12 日に，引継ぎを兼ねて，広島県広島市の安田女子大学との間で南極教室を
開催した．また，2 月 1 日からは J-Wave での週一回のインターネットラジオ番組放送が始
まった．
3.8.　安全対策

















一方，電離層定常観測の FMCW レーダー及び宙空の第一 HF レーダーからの混信がある
ことが今回の夏作業期間中に明らかとなった．FMCW と MF レーダーは同じ周波数域を使
用していることも関係しているため，運用スケジュールの調整などを行って互いに電波干渉














HF レーダーのアンテナ保守作業を実施した．1 月 19 日の HF1M#5 のアンテナ引き起こし
作業中，大型ウインチのワイヤージャムが発生した．ウインチの伸展，巻き取りいずれも不
可能であったため，予備ウインチとの入れ替えを行った．同 1 月 19 日の HF1M#5 の修理作
業中にアンテナが強風にあおられ傾くという事象に遭遇した．幸いサイドステーの張力に
よって倒壊には至らなかったが，タワー基部を 2 cm ほど損傷した．作業開始時点における
風速は 8 m/s 程度であったが，昼前時点における風速は 10 m/s 前後になっていた．風速の変
化には慎重に対処すべきであった．
（4）無人磁力計ネットワーク観測
12 月 29 日，ヘリコプターで H57，H100 観測拠点へ向かい，無人磁力計観測装置の引継ぎ
及び周囲の状況を確認した．
12 月 29 日，ヘリコプターでスカーレン大池へ向かい，無人磁力計引き継ぎ，居住カブー
ス VHF 用無線アンテナの保守作業，無人磁力計の比較磁場観測を実施した．
2 月 25 日に日帰りオペレーションとして，リーセル・ラルセン山（66°44′44.2″ S，50°
34′37.9″ E）に無人磁力計（南極域無人磁力計ネットワークの 8 番目の装置）を設置した．
4.1.2.　極域の大気圏―海洋圏結合研究
（1）「しらせ」船上でのエアロゾルの採取
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2007 年 12 月 27 日までに実験準備を終了し，以後待機状態に入った．12 月 30 日 0800 LT，
サンプラーの降下位置が昭和基地の南 10-15 km との予測結果を受けて実験実施を決定し，
準備を開始した．同 1152 LT と 1420 LT に，昭和基地 C ヘリポートからサンプラー1 号機（採
取高度 15 km）と 2 号機（採取高度 25 km）を，それぞれ EB-1（満膨張時容積 1000 m3），
EB-2（2000 m3）気球を用いて放球した．1 号機は，設定高度での大気採取動作と気球切り離




2008 年 1 月 4 日，サンプラー降下位置が昭和基地南南西 20 km と予測されたため，0800 LT
より実験準備を開始した．0917 LT と 1119 LT にサンプラー4 号機（採取高度 18 km）と 3 号
機（採取高度 25 km）それぞれを，EB-1，EB-2 気球を用いて放球し，2 機共に大気採取動作
と気球切り離し動作が正常に実行されたことを確認した．昭和基地の西～西南西約 10 km の















2008 年 1 月 13 日から 16 日，ラングホブデ袋浦アデリーペンギンルッカリーにおいて，ペ
ンギンの白内障に関する観測を実施した．数個体を捕獲して，目視により詳細に眼を観察し
たが，大きな異常は確認できなかった．ヒナの死亡個体 2 体（380 g，420 g）を採取した．
引き続いて，1 月 19 日から 22 日，オングルカルベンのアデリーペンギンルッカリーにお
いて同様の観測を実施した．眼に異常のある個体は発見されなかった．亜成体 1 体（480 g）
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とヒナ 1 体（700 g）の死亡個体を採取した．
（3）紫外線影響評価
環境科学棟内に CO2 インキュベーター，紫外線強度測定用の分光器を設置し，屋上に太陽
光追尾装置を設置し，ヒト線維芽細胞の培養を開始した．2007 年 12 月 22 日から 2008 年 1
月 4 日の間に合計 10 回の実験を，2 月 5 日から 2 月 12 日の間に合計 7 回の実験を各々行っ
た．細胞の状態はデジタルカメラで随時記録した．




2008 年 2 月 3 日から 5 日に，ラングホブデぬるめ池にて動物プランクトンサンプリングを
実施した．NIPR-1 型改良（橇タイプ）プロペラネットを用い，湖底付近のサンプルを定量
採取したところ，水深 3-9 m の範囲の湖底においてカイアシ類多数を採集することができ




























2008 年 1 月 2 日から 5 日にルンドボークスヘッタにて，また 1 月 23 日から 24 日に S16
にて，第 48 次隊で設置した広帯域地震計の保守を実施した．通常保守は，状態確認・バッ
テリー交換・観測用ロガーのハードディスク交換である．新規観測点も含めて，サンプリン
グ間隔を 10 Hz とし，バッテリー保護のためデータロガーの停止電圧を上げ，また時間帯を
UT に変更した．
②　新規観測点





置した．その間に 100 m のアナログケーブルを敷設した．時刻校正用の GPS アンテナは，
強風によるケーブルの断線を避けるため，地震計室内に固定した．
④　サイト特性調査
2008 年 2 月 25 日及び 27 日，氷床上に置いた S16 広帯域地震計のサイト特性を確認する
ため P 波・S 波浅層反射法地震探査を実施した．観測場所は，氷床の流動方向・密度構造が




2007 年 12 月 3 日，フリーマントルにて，「しらせ」搭載用飲料水を，医務長と機関長立会
いのもとで採取した．2008 年 1 月 2 日，「しらせ」生活用水及び浴室のぬめりを採取．1 月
31 日には昭和基地第一夏期隊員宿舎（以下，第一夏宿という）において，浴槽の湯と壁面の
ぬめりを採取．2 月 13 日に「しらせ」の生活用水及び浴室のぬめりを採取した．「しらせ」



















乳酸菌や酢酸菌などの有用な微生物の分離培養のため，2007 年 12 月 20 日に東オングル島













東オングル島北の瀬戸（2007 年 12 月 21，24 日の 2 回），スカルブスネスきざはし浜（2008
年 1 月 17，20 日の 2 回），スカルブスネス鳥の巣湾ペンギンルッカリー前（1 月 26 日の 1
回），ラングホブデ雪鳥沢河口湾（2 月 1，2 日の 2 回）の 4 カ所，合計 7 回サンプリングを
実施した．東オングル島北の瀬戸及びスカルブスネスきざはし浜でのサンプリングは，海氷








昭和基地内の環境科学棟に設置された 2 基の紫外線観測装置より，2007 年 1 月～2008 年
2 月までの紫外線強度スペクトルのデータを回収した．
（5）氷床微生物サンプリング
2008 年 1 月 28 日，ヘリコプターにて S16 に入り，雪上車 2 台を用いて S16 からとっつき
岬の間の 6 点で採雪を行った．




2008 年 1 月 23 日から 26 日，西オングルテレメトリー施設においてバッテリー充電，大型
アンテナコリメーション試験，昭和基地―西オングルテレメトリー施設間無線 LAN の試験，






ニー（復路）において，大気中 CO2 濃度連続観測及び表層海洋中 CO2 分圧連続観測を実施











2007 年 11 月 30 日，第一観測室にてエアロゾル測定装置（OPC，PSAP，IN）を立ち上げ，




機構 Argo 計画からの依頼に基づき投入協力した 2 台の Argo フロートについては，往路にて
1 台，復路にて 1 台を投入した．
（4）船上 EM










処理に必要な航海情報の連続収録を行った．本航海では 2007 年 12 月のフリーマントル出航
から，2008 年 3 月シドニー入港までの期間，特に問題なく連続してデータ収集を行った．ま
た，2 月 29 日～3 月 3 日には St. 8 付近の海域で地点（64°51.0 ′ S，65°57.7 ′ E）から地点




「しらせ」第 1 観測室において，地磁気 3 成分の連続観測とそれに関する航海情報の連続
収録を行った．本航海では 2007 年 12 月のフリーマントル出航から，2008 年 3 月のシドニー
入港までの期間，連続してデータ収集を行った．磁力計検定，船体磁場の影響評価のために，
「8 の字航行」を 8 地点で実施した．8 の字航行は方回頭 365°以上，船速 10 kn 程度，所要時
間方回頭約 10 分程度で行った．
③　データサーバー
「しらせ」の第 3 観測室において，船上重力測定データ（1 分間隔），船上地磁気 3 成分測
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定データ（1 秒間隔），水深データ（3 データ / 秒）をデータサーバーで収集・保存した．お
おむね順調にデータ収録されていたが，氷海域での水深データ配信停止により欠測があっ
た．







国際 DORIS 事業（IDS）からの観測システム更新要請を受け，2008 年 1 月 28 日に更新作
業を行った．機器の更新自体は問題なく行ったが，当初，更新された機器に警報 LED が点
灯する事態が発生した．対処方法がマニュアルに記載されていなかったため，フランス国立
宇宙センター（CNES）の担当者と逐次連絡を取り，機器の調整を行い，1 月 31 日には定常
観測が再開された．
VLBI 国際観測実験期間中（2 月 6-8 日，2 月 12-14 日），DORIS のビーコン発振を中断し
た．
（3）IVS 網において実施する VLBI 観測
2008 年 2 月 3 日から 5 日に実験準備を行い，2 月 6 日から 7 日にドイツ Bonn 大学測地研
究所の主催による 24 時間の VLBI 国際観測実験（OHIG55）を行った．HartRAO（南アフリ
カ，ハーテベステック）， O’Higgins（南極半島，オヒギンズ基地），KOKEE（ハワイ，カウ
アイ島），昭和基地及び TIGOCONC（チリ，コンセプシオン市）の 5 局が参加した．昭和基
地では 169 回の受信を問題なく実施した．
2 月 10 日から 11 日に実験準備を行い，2 月 12 日から 14 日には，同じくドイツ Bonn 大学















往路において海底圧力計 1 台を投入・設置，ならびに音響通信による第 47 次設置分（第
48 次未回収分）の海底圧力計の状態確認を行った．復路において第 47 次設置分，ならびに
第 48 次設置分の海底圧力計 2 台の揚収，往路に設置した海底圧力計の設置位置決め作業を
行った．第 48 次設置分の海底圧力計の回収と位置決め作業は問題なく完了した．第 49 次設
置分の海底圧力計の位置は，66°49.62′　S，37°49.79′ E（水深 : 4531 m）であった． 第 47 次
設置分の海底圧力計に関しては，音響通信による切り離しコマンドに対する応答があり，「切
り離しコマンド送信→ 1 時間待機→リセットコマンド→切り離しコマンド送信」作業を繰返






「しらせ」停船観測では，St. 1-20 の計 20 観測点が予定されていたが St. 3 は悪天候により
観測を断念した．19 の観測点それぞれにおいて，0，10，20，30，50，75，100，125，150，
200 m の 10 層においてバンドン採水を実施し，クロロフィル a 濃度，サイズ分画クロロフィ







「しらせ」停船観測では，St. 1-20 の計 20 観測点が予定されていたが St. 3 は悪天候により
観測を断念した．19 点の観測点それぞれにおいて，0-150 m の NORPAC ネット鉛直曳航に
よるサンプリングを実施した．得られたサンプルは 5% ホルマリンにて固定した．また，St. 
2-3，3-4，4-5，16-17，17-18，18-19，19-20 の 7 測線においては曳航型連続動物プランク
トン採集器（CPR）を用いて動物プランクトンサンプルの取得が計画されていたが，St. 3-4
においては St. 3 の悪天候に伴う観測中止にともない，St. 2-3，4-5，16-17，17-18，18-19，
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2008 年 1 月 2 日から 3 日，ラングホブデ雪鳥沢の永久コドラート内の写真撮影を実施し
た．また，2 月 1 日から 2 日には雪鳥沢中流域にある微気象観測装置のメンテナンスを実施
した．
（4）土壌モニタリング
2008 年 1 月 17 日から 23 日にかけて，昭和基地内に指定された 55 地点のモニタリングサ
イトから，土壌試料 15 ml ずつを回収した．また，1 月 15 日から 31 日にかけて， 8 点のモニ
タリングサイト（内 2 点はオングルカルベン）から 500 ml も土壌を回収した．また各ポイ
ントにつき 5 枚のセルロースシートを回収した．
（5）陸上植生変動の監視



















を実施した．Cs 原子時計を維持するため，新たに持ち込んだ Cs 原子時計と SYOG で使用し
ていた Cs 原子時計の発振状況を点検しながら交換作業を実施した．また，GPS 受信機（補
助機）を最新機種（Trimble NetRS）へ更新するとともに，各受信機データの通信を制御して
いたノート PC をデスクトップ PC 1 台に変更した．
ラングホブデ GPS 固定観測点の保守作業を実施した．冬期に破損した東側下面のソーラー
パネル補強用強化ガラスに代え，ポリカーボネイトを下部のソーラーパネル 2 面に取付けた










基地に設置された GPS 連続観測局（SYOG）を基点とした GPS 測量による基準点改測作業
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4.5.3.　海洋物理・化学観測
（1）海洋物理
往路では，2007 年 12 月 5 日に停船観測点 1 に到着し，観測を開始した．測点 1，2，5 は
順調に終了したが，測点 3 は荒天のため観測中止とした．測点 4 は，水深 3500 m 付近で水
深値に異常が出たため採用を不可とした．
復路においては，2008 年 2 月 28 日に停船観測点 6 に到着し，観測を開始した．測点 20 ま

















塩分は Autosal Model 8400B（ギルドライン社製）による測定を行った．
（3）海洋汚染調査




南極海における南極周極流観測のため，2007 年 12 月 6 日，9 日及び 3 月 6 日の停船観測
点 2，5，12 において，ブイを放流した．3 台とも順調に予定の観測期間を継続観測した．
（5）潮流観測
昭和基地に常設されている西の浦験潮所付近の流況を把握するために，流速計を設置して
連続観測を計画した．2007 年 12 月末に，西の浦験潮所付近にて機器設置場所を模索するも，
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観測予定海域は例年になく氷に閉ざされており，観測を予定していた海域を含め付近海域の






2007 年 12 月末に，西の浦験潮所付近にて水温・塩分・流れ観測のための機器設置場所を
模索するも，観測予定海域は例年になく氷に閉ざされており，観測機器を設置できる状況に
なかった．結局，2008 年 2 月上旬に基地を離れるまで西の浦験潮所付近海域は氷で閉ざされ
たままであった．水準測量・副標観測においては，2008 年 1 月 22，23，24 日に実施した．








































2007 年 12 月 19 日，昭和基地環境科学棟に紫外・可視光スペクトル測定機器を設置し，10
分間隔にて太陽光スペクトル測定を実施した．










夏期設営活動が本格的に始動する以前の 2007 年 12 月下旬，また主活動がほぼ終了した


















2007 年 11 月 30 日，フリーマントル入港中に，オーストラリア気象局から投入依頼された
計 7 台の海面漂流ブイを「しらせ」に搭載し，往路上で以下の通り投入した．投入後，所定
の投入時情報をオーストラリア気象局側にメールで通知した．
1 台 : 12 月  6 日，44° 49.1′ S， 110° 07.0′ E
2 台 : 12 月  8 日，55° 36.6′ S， 109° 56.6′ E
1 台 : 12 月  9 日，59° 29.28′ S，108° 22.96′ E
1 台 : 12 月 10 日，59° 51.9′ S，  98° 05.9′ E
1 台 : 12 月 11 日，60° 01.2′ S，  84° 54.2′ E
1 台 : 12 月 12 日，61° 44.4′ S，  71° 40.4′ E
上記のうち，12 月 8 日に同一地点で 2 台投入した理由は，その前の投入予定地点を航行
中，荒天につき甲板作業が実施できなかったためである．
4.7.2.　南極における曝露繊維の表面特性変化機構の解明





ドル及びプロパンカードルが例年の 5 割増であったが，逆に燃料は昨年の第 48 次隊で基地
の備蓄が十分となりドラム缶燃料及び貨油が大幅に減ったためである．第 49 次隊の輸送物













2007 年 12 月 17 日に昭和基地への第一便フライトが行われ，第 48 次隊への手紙，生鮮品，
緊急物資などを空輸した．第一便に続いて緊急物資の空輸が行われ，2 便合計で 1.073 t の緊
急物資が輸送された．翌 12 月 18 日から引続き夏作業立ち上げのための隊員及び緊急物資空
輸が実施され，12 月 20 日まで，計 22 便のフライトで人員 47 名と物資 16.701 t を昭和基地
に送り込んだ．
（2）氷上輸送
「しらせ」は，12 月 26 日未明昭和基地に接岸した．同日夜から大型物資（雪上車，金属タ
ンク，車両など）の氷上輸送が開始された．なお，以後の本格氷上輸送については，「しらせ」
運用科と協議のうえ翌 27 日午後から日中に実施することとした．氷上輸送は 12 月 26 日か
ら 12 月 31 日まで続けられた．積荷リスト上で計画した総氷上輸送量は，約 180 t であった





第 49 次隊物資の送り出し終了後，第 48 次隊の持帰り大型物資の氷上輸送に取りかかっ




貨油輸送は昭和基地側の受け入れ準備が整った 12 月 26 日午後から開始された．貨油輸送
に要した時間は軽油が 12 月 26 日 1427 LT から 28 日 0210 LT で 420 kl，JP5 が 12 月 28 日 
0237 LT から 28 日 1223 LT で 140 kl，であった．作業中，問題となることはなかった．
（4）空輸
本格空輸は 1 月 6 日から 12 日まで実施された．輸送順位としては，例年通り一般物資，
燃料ドラム，食料，越冬隊員私物と計画したが，期間中悪天候のため空輸作業がたびたび中
断し，空輸後半は輸送物資の順番を変更することもあった．延べ 2.5 日が悪天候のため中断

















から 70 cm ほど掘削を行うこととした．基礎掘削 5 カ所目の施工に至ったとき，掘削底面か
ら 4 基ほどのドラム缶が出土，内 2 基については掘削範囲から半分土中に埋まった状態で
あった．土中にはまだ確認されていないドラム缶の存在の可能性も十分にあると思われるこ
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とから，現状では施工続行が不可能と判断した．





アルミデッキと外周金具には，構造的に 1 cm ほどの隙間が開くことになっていた．実際



















が来たため，2008 年 1 月 24 日にラフタークレーンにて今季持込み品に交換を行い，既存品
は第一プラントへ移動した．
コンクリート製造については，1 バッチ当たりをセメント缶 25 kg×4 缶＋骨材×バックホ






100 kl タンクの 1 基新設に伴い，基礎コンクリート（1200×3300×t 300 cm : 前後 2 カ所）
の施工を行った．施工位置・高さは隣接する既設タンクに合わせることとした．
50 kl タンク基礎については，100 kl タンク設置の支障（クレーンの設置位置）となること
から，100 kl タンク設置を待って施工を開始した．
50 kl タンクは，既設の 2 基の 50 kl タンクの移設に伴い，基礎コンクリート（600×600× 
t 300 cm : 全 6 カ所）の施工を行った．施工位置については，後工程の配管高架に支障にな






基礎の形状については，鉄筋コンクリートとし，気象棟については 2950×2650×t 300 cm，
及び所定までの高さを補うためにタンク足元用のかさ上げコンクリートとして高さ 500 cm
の柱を 4 カ所施工した．情報処理棟については 2300×2700×t 300 cm とし，所定までの高さ
は十分であったため，かさ上げコンクリートは省略した．また，両構造物については防油堤


























5 cm の捨てコンクリートが 50 cm～最大 2 m となった．設計通り 5 cm で施工できたのは 13






迷子沢に，長さ 205 m，幅 16 m のコンテナヤードを造成した．2007 年 12 月 19 日より作
業を開始し，2008 年 2 月 9 日で工事終了とした．なお当初計画にあった盛土部路肩に施す繊
























途中堤防部については，水抜き用の直径 350 cm のハウエル管を 2 本設置．また第一夏宿用
の給水管や通信線が横断していたため，給水管はハウエル管内へ，通信線は半割した直径


















は，持ち込んだ『パラウェブマット』を使用した．30 m ロールを半分の 15 m に切断．屋根





があったため，岩盤までの掘削を数 10 cm 行った．岩盤と捨てコンクリートとの一体性を持
たすため，D10 の打ち込みアンカーを打設した．引き続き，捨てコンクリート打設後，正方
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形（1×1 m）の基礎コンクリート（鉄筋コンクリート : t 400 cm）を施工し，さらにその上
にボイド型（直径 500 cm）基礎コンクリート（鉄筋コンクリート : t 300-550 cm）を施工して，
建て方の基面とした．基盤の鉄骨については L 字型のアンカーボルトがコンクリート内に正
確に入る必要があるため，ボイド上で鉄骨を組み立てた状態で，コンクリートの打設を行っ























た．雨漏りは，中央長手方向に約 20 m に渡っていた．
5.3.4.　管理棟給水・暖房配管更新























100 kl 金属タンクは，基礎工事の完成を待って 1 月初旬に設置完了した．100 kl 金属タン
クの設置場所までの引き込みに難航が予想されたが，走行ルートを保守した為，設置場所ま











え作業を実施した．その後 2 月から復元作業を行い 2 月 7 日に完了した． 
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5.4.　通信
5.4.1.　主局の移動と昭和基地での通信
第 48 次越冬隊長と協議の結果，12 月 19 日 1800 LT（日本時間 20 日 0 時）をもって，第
49 次隊の通信主局を「しらせ」から昭和基地へ移した．また，「しらせ」離岸後，通信主局
を 2 月 15 日 1200 LT （日本時間 15 日 18 時）に昭和基地から「しらせ」へ移した．
夏期作業期間中における昭和基地での通信は，主に UHF 帯ハンディートランシーバーを
使って行った．第 48 次隊からの借用分の 15 台と今回修理済み持込分 5 台の合計 20 台で運
用し，夏期作業を進める上で必要かつ重要なものとして充分有効に活用できた．使用チャン
ネルについて第 48 次隊は Ch1 を，第 49 次隊は Ch2 を使用し，両隊の通信が混信により混




野外観測隊の第一陣が「しらせ」を出発した 12 月 18 日から，「しらせ」へ撤収完了の 2
月 11 日まで，野外観測隊との通信を行った．主局移動前の 12 月 18 日は「しらせ」船橋から，
主局移動後は，第 48 次隊に申し入れを行い，昭和基地管理棟通信室から交信した．
まず，野外観測隊が現地に到着しベースキャンプを設置した後，人員・装備に異常の有無




VHF 帯の電波が届かない地域とは，HF 帯で交信した．周波数は，主に 4540 kHz を使用し
て交信した．トラバース隊とは，おおむね 7771 kHz を使用する方が感度が良く，この周波
数を使用することが多かった．セール・ロンダーネ山地地学調査隊との定時交信について



















管場所は，倉庫棟冷凍庫及び冷蔵庫，新発 1・2 冷凍庫，管理棟 1 階食品庫，予備食冷凍庫
があり，第 49 次隊より使用可能な 3・5 年物の冷房品の予備食は非常用物品庫より搬出し，
管理棟 1 階の食品庫に移動，入りきらない分は管理棟入り口横にパレットを敷き，風で飛ば
されないようにラッシングをして保管した．第 49 次隊で持ち込んだ予備食 3・5 年物は非常
用物品庫の空いたスペースに入れた．1 年物に関しては，第一夏宿横の予備食冷凍庫に入れ，






12 月 3 日から 2 月 15 日の間，「しらせ」船内及び昭和基地において観測隊の傷病に対して
診療を行った．新患は 46 名で，内訳は船酔い 10 名，感冒 6 名，胃腸障害 5 名，呼吸器疾患
4 名，外傷等 21 名であった．全例治癒または軽快傾向にあった．
5.7.　環境保全
J500 型焼却炉の更新，及び更新に伴う屋根周りの改修を実施した．















2007 年 11 月 29 日，「しらせ」船内メールサーバの設置及び立ち上げを行い，インマルサッ
ト通信回線による電子メール送受信試験を実施した．11 月 30 日，「しらせ」船内無線 LAN
機器の設置及び立ち上げを行い，「しらせ」船内プリンタを立ち上げた．12 月 3 日から 4 日
には，「しらせ」船内ファイル共有サーバーの設置及び立ち上げを実施した．
5.9.2.　昭和基地ネットワークの更新
2007 年 12 月 19 日に，ファイル共有サーバーを「しらせ」から昭和基地へ移送し，第一夏
宿への仮設置を実施した．2008 年 1 月 25 日には，予備系ファイルサーバーのセットアップ
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